












　18世紀ドイツの文筆家アドルフ・F・クニッゲ（Adolph Freiherr Knigge, 1752‒1796）の著


















箴言的文章を 1903（明治 36）年から 6回にわたって雑誌「新小説」に「痴人」の書名で掲載するが，原本
となったのはバルタザール・グラシアン（Baltasar Gracián y Morales）の『神託提要・処世の術』（Oráculo 







































 3 吉村暁子「もうひとつのクニッゲ邦訳－笛川漁郎『處世交際法』」（高橋輝暁先生定年退職記念文集 1《日
独文化論考》ASPEKT別巻 1．99～110頁，2014年）。
 4 笛川漁朗訳『社交談話法』（玄黄社）1907．原著はW. F. Carlton: The art of conversation. 発行年他不明。
 5 笛川漁朗訳『處世交際法』（玄黄社）1910，3頁。（訳者緒言）
 6 代表的なものとして阿部泰蔵訳『修身論』（文部省編纂）1874（明治 7）がある。アメリカの牧師フランシ

































 7 熊倉功夫『文化としてのマナー』（岩波書店）1999. 



















































































































































　一方の森鷗外の場合はどうだろうか。「智恵袋」は，1898（明治 31）年 8月 9日から 10月 5
日までにわたり，『時事新報』紙に連載されたものである。「心頭語」のほうは，明治 33年 2月
































報』紙に，1899（明治 32）年 8月 4日から 26日まで掲載された内容が 1900（明治 33）年に
まとめられたものである。37社交や交際に関わる連載が『時事新報』に継続して掲載されたのか
どうかは不明だが，新聞紙上での掲載の形をとる社交指南が当時行われていた可能性は十分あ
り得る。これは今後の課題としたい。
4．おわりに
　「社交」や「交際」を扱う作法書史は，先行研究にはとくに日露戦争後の「修養」書の位置づ
けが十分に検討されていなかったことがわかった。また「社交」と「交際」それぞれの概念規
定についても，考察が不十分である。交際術の作法書を対象とすると，史料が広範にわたる上，
身体的振る舞い（マナー）あるいは「礼法」を切り分ける困難がある。だが笛川の『處世交際
法』が，単なる西洋社交文化の紹介としてではなく，「立身出世」志向とは切り離された，明治
後期の「煩悶青年」に対応する動きとしての人格的完成を目指す「修養」書の一種として位置
づけた点を，本稿の成果としたい。一方で，鷗外の「智恵袋」「心頭語」については作法書史の
中で単純に位置づけることは難しい。だが『内外交際心得』の存在から，『時事新報』紙に連載
された交際指南という切り口を得た。今後は「社交」や「作法書」に関してより厳密な概念規
定を行いながら，鷗外の「智恵袋」「心頭語」に関わる課題に取り組みたい。
37 小堀上掲書，3頁。
